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総合資源エネルギー調査会 第 58 回 基本政策分科会向け資料 

2024 年 7 月 8 日 (月) 

日本電信電話株式会社 取締役会長 澤田純 

議題：脱炭素電源の現状と課題について 

(1) 電力需要増加への対応

 生成 AI により、将来の電力需要は大きく増加すると想定

 産業発展のため、安価・安定的な脱炭素電源が必要

 日本の現状では、原子力発電の再稼働・新増設が必須

(2) 原子力危険性への理解促進

 江東５区の大規模水害対策のコミュニケーションが参考

① 江戸川区：「ここにいてはダメです」

② 墨田区 ：「(江東 5 区の)ほとんどが水没」

③ 江東５区合同での理解促進

 原子力発電においても「安心ではない」ということ、状況に応じた避難対策を啓発すべき

(3) 投資の予見可能性向上

 政府主導で高温ガス炉を建設、オペレーションは電力事業者

 これにより：

① 発生熱により、クリーン水素を製造し活用

② 必要に応じ、近隣データセンタへオンサイト直流送電

③ 必要に応じ、電力系統送電

を実施 

※参考：2024 年 6 月 24 日 日経新聞朝刊 経済教室

    橘川武郎 国際大学学長「原発を水素の供給源に」 

 ②③はデータセンタ需要への対応となり、民間企業のリスクを低減

(4) 原発立地等への支援

 原発立地へのデータセンタ・工場等の産業集積による雇用創出

 政府による電力事業者への支援等

資料２



2 

 

参考資料 

■江戸川区水害ハザードマップ 

「ここにいてはダメです」 

 

 
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e007/bosaianzen/bosai/kanrenmap/n_hazardmap.html  
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■墨田区水害ハザードマップ 

「江東 5 区のほとんどが水没」 

 

 
https://www.city.sumida.lg.jp/anzen_anshin/bousai/suigai/suigai.html  



4 

 

 

■江東 5 区大規模水害広域避難計画 リーフレット 

「江東５区を出て、標高の高い地域や浸水の 

おそれがない地域へ避難（広域避難）しましょう」 

 

 

 
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e007/bosaianzen/bosai/kojo/koto5_kyougikai.html 


